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研究成果概要 
 次世代ニュートリノ検出器計画「ハイパーカミオカンデ」で十分な高性能化をもたら

す新型光電子増倍管のさらなる低バックグラウンド化を達成し、大量製造を開始した。 
 新型光電子増倍管のガラスと光電面を改良し、最終評価によって目標のノイズ計数レ

ート 4 kHz 達成を確認した。また、放射性ラドン溶出量を 1/3 に抑えるケーブルを開発

した。開発を一通り終えたため、性能を詳細に評価して、ハイパーカミオカンデの光検

出器に必要な性能を備えていると確認できた。 
 全ての確認を終え、秋からハイパーカミオカンデに用いる光電子増倍管の製造を始め

ることができた。ガラスの品質が上がり、短波長側の透過率が向上していることが分か

った。１２月に大量製造品が出来上がり、神岡の坑内測定室で評価を行った。信号より

遅延して検出されるアフターパルスを時間と電荷別に評価して定量的な調査が進み、ま

た構造をさらに調整してこれを若干低減できる試作品も出来上がったので、同時に評価

した。３月から毎月約 300本の光電子増倍管を受け取って検査するための準備ができ、

今後約 6年にわたる品質安定性評価を始める。 
 光電子増倍管のより詳細な理解が進み、スーパーカミオカンデ中で 100本以上のアフ

ターパルス、レイトパルス、プレパルスと呼ばれる時間のずれた信号の特性が明らかに

なった。また、入射光量による線形応答性について、印加電圧や場所、磁場ごとに見積

もった。今後はハイパーカミオカンデで高精度を達成するための光検出器の較正方法を

確立していくことが課題となる。 
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